
２００７年度事業報告 

はじめに 
  世界に目を向けた国際協力や地域に目を向けた国際交流活動団体など、国際協力協議会を通じて

情報交換や交流し、協力・協同の輪が広がってきました。また、県内では市町村・国際交流協会な

どの活動も広がり、国際協力協議会の果たす役割も NGO，NPOと行政とのネットワークづくりで
は重要な組織となってきています。引き続き県国際課、県国際交流協会と連携し、多文化共生づく

りを柱としたネットワークをすすめていきます。 
 
１． 三者協議会「年度はじめの顔合わせ交流会」 

■ 日時：２００７年５月１５日（火） 午後４：３０～５：３０ 
■ 場所：埼玉県国際協力プラザ会議室（埼玉県国際交流協会内） 
■ 参加者：１９人（埼玉ＮＧＯネット 1５人・県国際課２人・交流協会２人） 
■ 参加費：５００円（ＮＧＯネットで軽食・飲み物・果物などを用意） 
■ 成果と課題：普段定例会やセミナーなどに出席できない会員に多数参加して欲しかったが、    

会員の参加が少なかったのは残念でした。しかし、県国際課及び県国際交流

協会の新任の方々と名刺交換や交流ができたことは、その後の活動をスムー

ズに進めるために一定の効果はあった。 
２． 会員定期総会 

■ 日時：２００７年６月１９日（火） 午後７：３０～８：３０ 
■ 場所：埼玉ＹＭＣＡ浦和センター 
■ 議案：①２００６年度事業報告、②２００６年度収支決算、③２００７年度事業計画、 
     ④２００７年度役員、⑤２００７年度収支予算 
■ 尾嶋代表が資料作成・議長を務め、提案の通り承認された。 
■ 成果と課題：総会とは言っても、通常の定例会以上の出席者があるわけではないので、形 

式的な年度の「けじめ」と「資料のまとめ」に意義があると考えられます。

また、総会の時期が６月となっており、外部への新役員や事業計画の報告の

ためには開催時期の検討が必要と思われます。 
３． 定例会 

■ 日時：原則として、隔月第３火曜日、午後６時３０分～８時３０分 
２００７年度 第１回 ４月１７日、第２回 ５月１５日、第３回 ７月１７日、第

第４回 ９月１８日、第５回 １１月２０日、第６回 １月１５日、

第７回 ３月１８日 ＊臨時役員会 ２００７年４月３日 
   ■ 会場：埼玉 YMCA浦和センター 

■ 成果と課題：これまでの運営は、毎月開催としてきましたが、２００７年度より隔月の  

開催としました。三者協議会報告、各分野の報告、各団体の報告を中心とし

た議題や情報交換の場としてきました。引き続き、隔月開催をすすめますが、

重要な懸案事項がある場合は臨時定例会を開催し運営していきます。 
 



４． 「国際協力・開発教育セミナー '０８」よりよい未来（あした）の世界を目指して 
～私たちに今できること～ 
■ 開催日時：２００８年２月２日（土）午前１０時～午後４時 
■ 会場：北浦和ターミナルビル「カルタスホール」（クインズ伊勢丹３F） 
■ 主催：埼玉国際協力協議会 
■ 共催：独立行政法人 国際協力機構 広尾センター（通称・ＪＩＣＡ地球ひろば）、 

（財）埼玉県国際交流協会（通称・ＳＩＡ） 
■ 後援：埼玉県、埼玉県教育委員会、さいたま市、さいたま市教育委員会、（財）さいたま市   

国際交流協会（さいたま会場のみ） 
■ 参加費：無料 
■ 参加者：８６人（スタッフ＋講師：２９人・一般５７人） 

＊ 教員小・中・高・大：２２人（講師・事例発表・スタッフを含む） 
＊ 大学生１１人 ＊NGO関係者１２人 ＊主催者スタッフ２２人 ＊その他１９人 

■ 内容：（１）基調講演「開発途上国への視点～英語と多文化共生～」 
講師：盛 香織さん（芝浦工大准教授） 

   （２）ICA教師海外研修参加教員による「国際理解」授業実践事例発表 
         発表者：平成１９年度ベトナムチーム 
      （３）分科会「海外協力の実践と課題」「事例から考える多文化共生社会の今とこれか

ら」「開発教育とは」「日本人と英語」   
■ 成果と課題：教員、NGO、JICA、国際交流協会関係者、学生など、分野も異なり、年齢も    

異なる様々な人たちが一堂に会し、学び合い語り合うこのセミナーに参加す

ることで、それぞれの視野を広げ、人と人のネットワークが広がっています。 
 【セミナー実行委員会の開催】 
  第 2回 日時：２007年 10月 22日（月） 午後 7時 15分～8時 45分 出席 8人 
      議題：実施日、会場、名称、テーマ、趣旨、プログラム案について 
  第３回 日時：2007年 11月 5日（月） 午後 7時 00分～ 
      議題：チラシ作成、分科会・全体会の内容と形式、講師、役割分担について  
 

５．三者協議会 
■ 日時：原則として、隔月第３火曜日、午後３：３０～５：００ 

２００７年度第 1回 ５月１５日、第 2回 ７月１７日、第３回 ９月１８日、 
第４回 １１月２０日、第５回 １月１５日、第６回 ３月１８日   

■ 場所：埼玉県国際協力プラザ会議室（埼玉県国際交流協会内） 
■ 参加：ＮＧＯネット役員、埼玉県国際課、埼玉県国際交流協会、（ＪＩＣＡ地球ひろば） 
■ 進行係：三者持ち回り 
■ 内容：ＪＩＣＡを含む四者で情報交換、意見交換、ＮＧＯネットからの提言、協働事業の打 

ち合わせ、その他 
   ■ 議事録：非公開の会議のため議事録は取っていませんが、「三者協議会報告」として要点の

み「定例会議事録」中に記載して送付している。 



   ■成果と課題：すでに９年間定期的に実施されています。三者の事業の理解と更なる発展のた

めに積極的な意見交換をすすめます。 
６．「彩の国さいたま国際交流・協力ネットワーク」幹事会 

■ ２００７年５月９日（金） 
■ ２００７年１０月２５日（木） 
■ ２００８年１月２９日（火） 
■ 議題：１．ネットワーク事業の経過報告（中古資機材リサイクル国際協力事業について・  

外国人児童生徒に対する日本語学習支援事業について・日本語指導 NGO 養成講座
について・高校進学ガイダンス事業について） ２．全体会の内容について（報告

事項・協議事項、事例発表等について） ３．全体会の進行についてなど 
   ■ 成果と課題：このネットワークを２０００年度に立ち上げたきっかけを作ったのも「ＮＧＯ 

ネット」であったこともあり、５年間「ネット」が代表幹事を務めています。

アドバイザーや他の幹事団体もほとんどが「ネット」の加盟団体で占めている。

引き続き、代表幹事とアドバイザーという立場でこのネットワークをリードし

ていくことになるので、ＮＧＯ主導型で成果を上げていくべく努力します。ま

た、全体会への、市町村・地域国際交流協会の参加も拡大していかなければな

らない。 
７．彩の国さいたま国際交流・協力ネットワーク全体会 
  ■ 第１回  ２００７年６月４日（月） 
■ 第２回  ２００７年１１月２０日（火）  
■ 第３回  ２００８年３月２７日（木） 

         内容：【報告事項】・中古資機材リサイクル国際協力事業について・外国人児童生

徒に対する日本語学習支援事業について・日本語指導 NGO 養成講座について・
高校進学ガイダンス事業について【分科会】・日本語支援について・生活相談・情

報提供について・子どもの学習支援について・海外協力について 
８．ＳＩＡ主催「国際フェア２００７」に参加 
   ■ 日時：２００７年１１月１０日（土）・１１日（日）午前１０：００～午後４：００ 

■ 場所：大宮ソニックシティ・鐘塚公園 
■ 内容：「埼玉ＮＧＯネット」のブースを出し、会を紹介するリーフレットの配布、「国際協力・

開発教育セミナー‘０８」のチラシなどを配布、広報に務める。 
また、昨年度に引き続き、「交流の場」として、コーヒー・紅茶などを無料で提供し 
たところ、多数の関係者や一般市民が立ち寄っておしゃべりしていってくれたのは、 
意義あることであったと評価できる。    

９．広報活動 
①リーフレットの作成と配布 
   ２００５年度から作成しているＡ４裏表三つ折のリーフレットを、彩の国ネットワーク 

の全体会、国際フェア、開発教育セミナーなど、人が多数集まる 
機会には、その都度コピー印刷して配布した。 



②ホームページ管理 
荒田さん・後藤さんにより、内容も整理され、また迅速に最新ニュースが追加・更新

されるようになりました。 
１０．城西大学経済学部「国際ボランティア論（民間の立場から）」担当 
    ■ 埼玉ＮＧＯネットとして受けて８年目：各ＮＧＯが１時間３０分の授業を１回ずつ担当、 
     学期末テストを課し、採点、評価を行う。 
    ■ 講義担当：尾池富美子（メイあさかセンター）、石井ナナヱ（ふじみの国際交流センター）、 
          猪俣雅子（日本ユニセフ協会埼玉県支部） 
    ■ 担当責任者：尾池富美子 
    ■ 成果と課題：大学生にＮＧＯの活動について知ってもらうことで、「国際協力」に関心を持 

つ若者を育成する一助となれば幸いとの認識で継続している。採点の作業など

いくつかの改善点を提案した結果、一定の改善が見られたため、次年度も継続

を受託した。 
１１．高校生 NGOチャレンジ事業 

■ 埼玉県国際課と埼玉県国際交流協会の事業として、高校生を対象に、夏休みを活用して、

NGO活動を実際に体験する機会を提供することによって、高校生の国際理解をさらに深め、
将来国際協力の分野で活躍し得る人材の育成を図る目的をもって、埼玉国際協力協議会会

員が受入れ協力しました。 
■ 協力団体：NPO法人民族フォーラム、認定 NPO法人メイあさかセンター、（財）日本ユニ
セフ協会埼玉県支部 

 

２００７年度役員 

 
代 表：白石 英二（財・日本ユニセフ協会埼玉県支部） 

副代表：山本 孟人 （特活・民族フォーラム）＜海外協力分野＞ 

〃  山木 敦子 （平和ネットワーク草加）＜国内活動分野＞ 

〃  尾嶋 佐和子（個人／ＳＩＡ）    ＜開発教育分野＞ 

世話人：赤石 和則 （個人／拓殖大学国際学部教授） 

〃  桑原 道子 （財・埼玉ＹＭＣＡ） 

       〃  荒田 光男 （特活・ふじみの国際交流センター） 

       〃  井上 良美 （和光国際交流会） 

       〃  佐復 正雄 （特活・国際協力ＮＧＯ／ＩＶ－ＪＡＰＡＮ） 

書 記：山尾 三枝子（個人／原市日本語ボランティアサークル） 

事務局・会計：財・埼玉ＹＭＣＡ浦和センター（樋口 さゆり） 

監 査：磯田  昇  （個人・JICA地球ひろば） 

＊特活＝特定非営利活動法人 


